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平成２９年第２回仙北市議会定例会の開会にあたり、主要事項

についてご報告します。

初めに、熊による死亡事故についてです。

５月２７日、玉川地区叫沢付近でタケノコ採りのため入山してい

た、仙北市の女性（田沢湖卒田・６１歳）がクマに襲われ死亡する

事故が発生しました。

事故発生からこれまでの経緯と当面の対策について報告します。

市では、当日１３時０７分に事故発生の通報を受け、総合防災課

の職員２名を現場に向かわせました。併せて同日１４時３０分、「玉

川叫沢付近クマ被害対策室」を立ち上げ、情報収集と今後の対策に

ついて、関係機関と対応にあたりました。

現場の職員、警察等から入る事故現場の状況報告から、周辺に複

数のクマが広い範囲にいることが確認され、対策室では近隣の玉川

温泉へクマ出没のため注意をするよう連絡するとともに、現地では

警察のヘリコプターから山中にいるタケノコ採りの人たちに下山を

呼びかけました。

同日１５時過ぎには、仙北警察署が注意喚起の立て看板と国道か

ら入山を規制するためのロープを設置し、対策室では防災行政無線、

安心安全メールなどで入山自粛を呼びかけたほか、注意喚起の看板

を設置、また、６月１日発行の広報せんぼくに綴じ込む方法で、死

亡事故が発生したことや入山自粛をお願いするチラシを全戸に配布

しました。

翌５月２８日には、朝４時から国道３４１号沿いの茶立ての清水

駐車場付近で、クマによる死亡事故発生を知らせるチラシを配布し、

玉川地区への入山を自粛するよう呼びかけを行ったほか、仙北警察

署及び総合防災課職員が、玉川地区内を車で巡回しながら注意喚起

を行いました。

同日１３時からは、秋田県自然保護課の主催で「ツキノワグマ被

害緊急対策会議」が田沢湖庁舎で開催され、関係団体の代表２１人

が出席し、看板設置やチラシ配布、現地巡回などで死亡事故発生を
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お知らせしながら、入山を自粛するよう注意喚起を継続することな

どを決定しています。

５月２９日には、緊急の仙北市普通共用林野運営協議会が開催さ

れ、これまで実施してきた黒石林道・小和瀬林道への入山許可証の

発行と料金徴収を今シーズンは中止することとし、すでに徴収済み

の入山許可証の料金は返却することを決めました。また、料金徴収

を行わないことから、市では６月１日から当分の間、普通共用林野

運営協議会の協力のもとに、料金所２箇所で入山の自粛を呼びかけ、

チラシの配布や周辺のパトロールを行うことにしました。

なお、看板設置等、緊急対策にかかる所要の経費について、予備

費で対応することにしました。ご理解をよろしくお願いします。ま

た緊急事案だったとはいえ、チラシ配布の初期段階で、商標登録の

ある画像を確認せずに無断使用したミスがありました。認識が低か

ったことを悔やんでいます。また商標権を持つ皆様に心よりお詫び

を申し上げます。

今後、本格的にタケノコ採りのシーズンに入りますが、再び痛ま

しい事故が起こらないよう、入山の自粛やクマ対策等の注意喚起を

徹底します。

次に、国の成長戦略についてです。政府は今年の成長戦略素案を

まとめ、これを先月３０日開催の未来投資会議で示しました。未来

投資戦略２０１７の素案として示された内容は、日本の強みが生き

る成長分野に政策資源を集中投下し、健康寿命の延伸や移動革命の

実現など５分野を中心に取り組むというものです。主なものは人工

知能（ AI)や情報技術（ IT)、インターネットと全てのモノを結ぶ技

術（ IoT)の高度活用、ドローンや自動運転の実証と実運用、さらに

これらの動きを法的に支える「規制のサンドボックス制度」（参加

者や機関を限定して現行規制を一時凍結する制度）の創設などです。

これらは全て、現在仙北市が取り組みを進める地方創生関連事業と

同軸上にあります。「規制のサンドボックス制度」は、２月の国家

戦略特区諮問会議で、仙北市近未来創造アドバイザーとして出席し
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た牧浦土雅（まきうらどが）さんが提唱したものです。この制度は

今後の地方創生を加速するエンジンになる制度と期待しています。

また、先月都内で開催された世界経済フォーラムで、自動走行に

関するワークショップで仙北市の取り組みを発表しましたが、自動

走行は都市部での活用はもちろん、人口減少や高齢社会が進展する

過疎地でこそ、積極的に導入すべき技術だと確信できました。今後

も国の動きを注視しながら、仙北市民の生活課題の解決に向け、地

方創生を加速できればと思います。

次に、一般会計補正予算（第１号）についてです。

補正額は１億６，０６９万４千円で、補正後の額は１９０億１，

５３９万４千円となります。

主な追加事業は、庁舎整備事業費、人と事業が集まり育つ未来創

生事業費（地方創生推進交付金）、温泉と健康によるヘルスケア推

進事業費（地方創生推進交付金）、次世代定住支援事業費補助金、

温泉休養施設管理運営費、地域密着型サービス施設等整備事業費補

助金、介護施設開設準備経費等支援事業費補助金、インバウンド横

軸連携受入整備事業費（観光復興交付金）、総合給食センター建設

事業費などです。

なお、平成２８年度一般会計決算見込みと市税関係については、

５月３１日の出納閉鎖後の最終確認が必要なことから、現在精査中

です。本定例会の常任委員会にて報告すべく作業を続けています。

ご理解をお願いします。

それでは、各部局等の主要事項並びに諸般の状況について報告

します。

【総務部】

◇平成２９年春の叙勲受章者について

元角館中学校校長の西宮陽助（にしのみやようすけ）さんが教育

功労で瑞宝双光章を受章されました。また、元田沢湖町消防団副分
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団長の大山隆男（おおやまたかお）さん、元西木村消防団分団長の

小林伍市郎（こばやしごいちろう）さんが、消防功労により瑞宝単

光章を受章されました。

この度の受章は、永年にわたる職務の精励や功績、功労が認めら

れたものです。市民の皆様と共にご労苦に感謝し、心からお祝いを

申し上げます。

◇カラ吹き源泉事故殉職者慰霊碑の建立について

カラ吹き源泉事故で殉職された方々の鎮魂と、二度とこのような

事故を起こさないことを誓うため、源泉の分湯槽があるアルパこま

くさ周辺に慰霊碑の建立を進めています。

７月１３日にはご遺族をはじめ、議員の皆様にもご参列をいただ

き、市の主催による慰霊碑の除幕式を挙行する予定です。

改めて、お亡くなりになった３人の方々のご冥福を心からお祈り

申し上げます。

◇後期高齢者医療保険料及び国民健康保険税の算定誤りについて

全国の後期高齢者医療広域連合で使用しているシステムで、保険

料の軽減判定部分に誤りがあり、保険料が誤賦課されるケースがあ

ることが判明しました（平成２８年１２月２７日に厚生労働省が公

表）。

このため、本市の被保険者について平成２０年度分から平成２８

年度分を確認したところ、誤賦課となっていた方が８人おられたた

め、お詫びした上で訂正をしました。

また、後期高齢者医療保険料と似た仕組みで、税の軽減判定を行

っている国民健康保険税のシステムについても同様の誤りがあるこ

とが判明したため、本市の被保険者について確認し、誤賦課となっ

ていた２８人の方々にお詫びした上で訂正しました。

これらの事案発生により、被保険者の皆様にはたいへんなご迷惑

とご心配をおかけしました。改めてお詫びを申し上げます。今後と

も再発を防止するため、システムが処理した結果の確認には十分留
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意して事務を進めます。

◇コンビニ等収納サービスの導入について

少子高齢化や生活サイクルの多様化等に伴い、市役所・金融機関

の開庁・営業時間外に、様々な市の徴収金を納付したいとのニーズ

が高まっています。また、自ら移動する手段を持たない方々（交通

弱者等）が増えていて、納付できる場所の充実も市として対応すべ

き課題と考え、これまで検討してきました。

このたび、市の徴収金を納付できる場所や時間を拡大できる手法

として、皆様からご要望の多かったコンビニエンスストア、また、

ゆうちょ銀行（郵便局）で納付できる「コンビニ等収納サービス」

の導入を判断しました。平成３０年度からの運用を目指し、具体の

準備作業に着手しています。

◇濱田謹吾銅像建立３０周年記念式典について

４月２１日、戊辰戦争で犠牲となった濱田謹吾銅像建立３０周年

記念事業が行われ、園田裕史（そのだひろし）大村市長、村上秀明

（むらかみひであき）大村市議会議長（※来市時）ほか、大村市か

ら９０人を超えるお客様をお迎えしました。角館町岩瀬天神山広場

で実施された記念式典、また会場を移しての祝賀会で、濱田少年を

ご縁に両市のさらなる連携と友好発展を確認することができまし

た。主催した角館戊辰会の皆様には、大変ご難儀をおかけしました。

また、市議会の皆様にも多数のご出席をいただきました。ありがと

うございました。

また、来年は戊辰戦争後１５０年となります。大村市と共同した

記念事業の実施を検討します。

◇田沢湖クニマス未来館の進捗状況について

クニマス未来館の建設工事は終了し、現在は展示工事と外構工事

を実施中で、いずれも完成予定は６月１５日となっています。

４月１７日にクニマスの飼育員を２人採用し、その後に秋田県内
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水面試験池での研修、５月１５日から１９日には山梨県西湖の展示

館で実際にクニマスの飼育研修を行いました。また、５月２９日に

は事務を担当する臨時職員の面接試験を行い、６月１日から勤務し

ています。

クニマスは５月１０日、県内水面試験池に１０尾が無事に到着し

元気に過ごしています。未来館にはリスク分散の観点から、ひとま

ず５尾を６月１４日を目処に移動する予定です。

内覧会は、招待者及び市民を対象に６月２４日（土）から２６日

（月）で開催予定です。

そのほか、５月１７日には館内売店の入札が２社の参加で行われ、

株式会社アロマ田沢湖が事業者に決定しています。案内看板の工事

についても発注が終了し６月２３日に完成の予定です。なお、６月

１日付で、クニマス未来館館長に大竹敦（おおたけあつし）田沢湖

再生専門官を発令しています。

７月１日のオープンに向け、今後もしっかりと準備を進めます。

◇玉川ダム湖総合開発株式会社の解散手続きの進捗について

昨年度から進めてきた、玉川ダム湖総合開発株式会社解散の進捗

状況について報告します。

出資額の返還も昨年度で終了し、今後は解散のための総会を６月

８日に開催する運びとなりました。

市の返還額については、会社整理に必要な額を差し引いた見込額

として１，５４０万円を予算に計上していますが、現在のところ予

定した額を少し上回る見込みです。

なお、これまで玉川ダム湖総合開発株式会社が受注していた玉川

ダム周辺施設の維持管理については、先日入札が行われ地元建設業

者が事業者に決定しています。今後も利用される方の利便性を損な

うことがないよう対応します。

◇台湾アジア太平洋国際温泉観光協会日本大会について

６月１８日から玉川温泉、田沢湖高原温泉郷にて「２０１７台湾
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アジア太平洋国際温泉観光協会・日本秋田県仙北市玉川温泉大会」

が開催されます。

台北駐日経済文化代表処の謝長延 (しゃちょうえん )代表をはじめ

とする来賓を迎えて会議を開催するほか、仙北市の資源である玉川

温泉などの温泉や食、観光資源を満喫いただければと思います。

また、地方創生関連のヘルスケアツーリズム事業として、台湾大

学医院から趙家德(ちょうかとく )医師をお迎えし、西明寺診療所の

市川晋一 (いちかわしんいち )医師のもと、湯治文化の学習や入浴の

仕方、健康相談会などを行う予定です。健康と温泉の関係を学術的

に探め、仙北市が進めるヘルスケア事業のメリットや課題の洗い出

し、国際交流の展開手法などについて検証できる絶好の場面と捉え

ています。

なお、仙北市議会のおもてなし事業として、期間中に餅つきや蕎

麦打ちなど、趣向を凝らした歓迎催事を実施予定とお聞きしていま

す。市議会の皆様には心よりの感謝を申し上げます。

◇「TAZAWAKOベース」について

４月１４日、田沢湖駅前に「Local business base camp TAZAWA

KO(TAZAWAKOベース)」がオープンしました。この施設は、昨年仙

北市が設立した「近未来技術を活用した新たな産業づくり支援協

議会」で策定された事業計画「SEMBOKU FLIGHT PLAN」 (通称SFP)

の各事業の推進を目的に、合同会社ツクル・有限会社コンテンツ

計画・創生する未来の民間団体が「SFPパートナーズ」を結成し、

事業推進をするために開設されたものです。

さらに、先月２９日、事業の着実な推進を目的に、仙北市とSFP

パートナーズの間で連携協定を締結しました。今後は、TAZAWAKO

ベースをIoTなどの近未来技術を活用した仙北市の新産業創出支

援、また、事業参入を目指す企業同士の交流や研修の場として、

協同事務所(シェアオフィス)としての貸出しや移住、起業を考え

ている人たちの活動支援を連携して行っていきます。
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◇「ドローンによる体験事業～角館空中さんぽ～」について

５月１日、角館桜まつり期間中の桧木内川河川敷でドローン映像

配信の実証実験を行いました。仙北市と連携協定を結ぶ秋田ドロー

ンコミュニティ（会員約２００人）で、中心的役割を担っている株

式会社くまがい印刷の協力を得て実現しました。映像は桧木内川上

空を飛行するドローンのカメラからゴーグル形状のディスプレイに

配信されるシステムで、参加した約１５０人はあたかも桜を上空か

ら眺めているような疑似体験を楽しむことができました。

◇移住・定住対策について

５月１４日、数年前に移住されたＡ＆Ｋ工房代表の土屋和久（つ

ちやかずひさ）さんの主催で、仙北市に移住された方々とサポータ

ー合せて１７人が出席し、２回目の「移住者交流会」が開催されま

した。新緑の魅力が移住を決めるきっかけになったという方のお話

や、除雪や冬期の乗り越え方など、それぞれが工夫して生活されて

いる様子をお聞きしました。今後は、季節に応じた体験イベントな

どを開催し、県内の広域ネットワークを構築したいと思います。

◇国家戦略特別区域会議での新提案と現状の事業評価について

５月１６日、第５回仙北市国家戦略特別区域会議が開催され、仙

北市が提案した「国家戦略特別区域旅行業務取扱管理者確保事業」

が承認されました。また、５月２２日には内閣総理大臣主宰による

諮問会議で同事業が認定されました。

この特例は、農家民宿など受入れ側で意欲ある宿泊事業者等が、

地域の固有資源を活かし企画・提供する「着地型旅行商品」の取扱

いを広げるため、特区内の営業所で旅行業務取扱管理者として選任

される予定者が、観光庁が実施する研修を受けることで、国内旅行

業務取扱管理者試験の試験科目が一部免除される内容です。

今後は、仙北市農山村体験推進協議会を中心に制度活用を運用し、

仙北市の地域資源を活用した観光事業・教育旅行・体験学習・国際

交流などで着地型旅行商品づくりを進めます。経済波及効果や市民
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の活力と元気づくりに資することを期待しています。

なお、旅行業登録に必要な開設費用等について補正予算に所要額

を計上しています。ご審議をよろしくお願いします。

また区域会議では、山本幸三（やまもとこうぞう）内閣府特命担

当大臣から、全特区の取り組み評価が公表されました。仙北市の評

価は、未だ着手できていない認定事業はあるものの、特定実験試験

局制度の特例を初めて活用した国際ドローン競技会、国有林野の貸

付け面積の拡大で全国初の活用、農家民宿等による地域限定旅行の

企画・提供の解禁、我が国初めての公道無人運転バスの走行実験、

さらには、全国展開の議論につながる複数の改革提案を積極的に行

ったなどの内容で評価いただきました。

◇地方創生推進交付金事業について

４月２８日、地方創生推進交付金事業として２つの事業採択を受

けました。

1つ目は、近未来技術実証特区事業創造計画に基づき、近未来技

術を積極的に活用した事業の確立を目指すもので、ドローン空撮

コンテスト等で近未来技術活用人材の増加を目指すとともに、地

元企業とのマッチング等による起業・事業化に向けた個別相談会

などに取り組む内容になっています。２つ目は、ヘルスケアツー

リズム推進に係る基本方針に基づき、地域資源の温泉・文化・自然

と健康を組み合わせた事業で、温泉入浴が健康に与える効果を蓄積、

分析し、市民にこれを還元して健康寿命の延伸や持続可能なまちづ

くりを目指す内容です。

いずれも事業費の２分の１を国の交付金とし、補正予算に所要額

を計上しています。ご審議をよろしくお願いします。

◇地域おこし協力隊について

現在、仙北市で活動されている３人の地域おこし協力隊の現状、

今後の計画についてご報告します。

グリーンツーリズムやインバウンド対応で活動している袴田誠
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（はかまたまこと）さんと、ユニバーサルツーリズムに取り組んで

いる小林裕高（こばやしゆたか）さんは、４月から国際交流推進室

を拠点に、国際交流をさらに推進することも視野に入れ、連携をと

りながら情報共有と情報発信、各企画と実践に活躍をいただいてい

ます。

田沢出張所を拠点として活動している尾崎美由紀（おざきみゆき）

さんは、地域おこし活動と並行して今年９月を目途に新たにＮＰＯ

法人を立ち上げるため、起業に向けた準備をしています。

また、秋田内陸縦貫鉄道活性化に係る地域おこし協力隊が、７月

１日付で着任することが決まりました。

新規募集では、近未来技術を活用した夢のあるまちづくりをする

ために、新たに地域おこし協力隊員を募集したいと考えています。

隊員の活動内容は、近未来技術を活用した仙北市のＰＲや、企業誘

致、起業家の育成、移住を促進するプログラムの考案等を想定して

います。

任用形態の変更や、募集及び採用に係る所要額を補正予算に計上

しています。ご審議をよろしくお願いします。

◇次世代定住支援事業費補助金について

移住定住を促進するため、住宅の新築や建売住宅を購入する若い

世代の夫婦を対象に、子育て支援事業を昨年度から実施しています

が、市民の認知度が高まり、また、建築事業者等関係団体のご助力

もあって、需要が伸びています。現在の申請数と今後の見込みは、

市外からの移住を目的とした申請もあり、昨年実績の１６件を上回

ることが予想されます。これらに対応するため補正予算に所要額を

計上しています。ご審議をよろしくお願いします。

◇定住対策新婚世帯家賃助成事業費補助金について

仙北市内のアパートに住む新婚世帯を対象に家賃の助成を行い、

定住や仙北市への流入を図ることを目的とした本補助金は、年々申

請件数が増加しています。平成２７年度と平成２８年度からの継続
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件数２７件の他、新年度に入り５月末現在で８件の申請があります。

今後も増加する利用者に途切れないサポートを行いたいと考え、補

正予算に所要経費を計上しています。ご審議をよろしくお願いしま

す。

◇落雷による火災の発生について

４月２６日、西木町桧木内字大台野９６番地２畠山喜久雄（はた

けやまきくお）さん宅で午前０時４５分頃火災が発生し、木造一部

２階建て住宅１棟が全焼しています。火元の住人２人は落雷後直ち

に避難して無事でした。出火の原因は落雷によるものと推定されて

います。

また、同夜は市内各地で雷が発生し、落雷により白岩小学校では

火災報知設備受信器１基、加圧給水ポンプユニット１基が破損して

います。被害額は２０７万２千円でした。

そのほか、市内に設置してある街灯施設にも被害があり、白岩地

区では花園大橋街灯の引込設備等が損傷、田沢湖地区では田沢湖跨

線橋街路灯の安定器が損傷、角館地区では菅沢踏切前の街灯がショ

ート、また、桧木内字大台野の火災のあった現場付近では火災の延

焼により、ＬＥＤ防犯灯２基が損傷しました。街灯施設の被害額は、

２８０万３千円でした。修繕費用について補正予算に所要額を計上

しています。ご審議をよろしくお願いします。

◇火災の発生について

５月３０日、午後９時３０分、田沢湖卒田字柴倉１３０番地１、

株式会社門脇木材の第２工場から出火し、鉄骨造一部木造２階建て

の工場１，３４２．８㎡が全焼しました。隣接する門脇政孝（かど

わきせいこう）さんの居宅、木造平屋建１６２．７３㎡にも燃え移

り、約８２㎡が類焼しました。出火原因については現在調査中です。

この火災による死傷者はありません。

◇山岳遭難について
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５月９日、西木町小山田字八津の男性 (７８歳 )が、「シドケを採

りに行く」と告げ、ひとりで軽トラックで出掛け、夜になっても帰

宅しないと午後７時頃、家族から仙北警察署へ通報がありました。

地元関係者が捜索したものの車輌の発見に至らず、入山地点を特

定できないことから翌日朝７時２０分から警察・消防・消防団・市

役所・地元関係者による捜索隊を編成し、車輌の捜索をしたところ、

桧木内字大台野開地内の菅谷林道終点で本人の物と思われる車輌を

発見し、さらに周辺を捜索したところ、車輌から２００ｍほど離れ

た沢沿いで男性を発見、保護しました。男性は衰弱していたものの

命に別条はなく大仙市内の病院に搬送されました。

また、平成２６年８月に登山で朝日岳で遭難し、捜索により発見

できなかった千葉県の男性の物と思われるリュック等が、今年の５

月になって発見されたことから、５月１８日に再捜索を行いました。

本人の物と思われる遺留品を多数発見したものの、本人発見には至

らず、同日捜索を終了しています。

◇仙北市公共施設等総合管理計画「第１期個別施設計画」の策定に

ついて

昨年度３月に策定した仙北市公共施設等総合管理計画は、計画期

間３０年で、施設等の延べ床面積を３５％程度縮減するという目標

値を定め、１０年ごとに財政状況、社会情勢の変化等に対応して見

直しを図ることにしています。

当計画に基づき、今年度、「第１期個別施設計画」を策定します。

計画期間を平成３７年度までとし、総合管理計画の最初の１０年間、

また、第二次仙北市総合計画の期間に合わせたものです。

計画は、個別の公共施設について第１期個別施設計画期間におけ

るあり方、具体的には、存続・廃止等を施設所管部署、部長等会議

などで検討、協議及び調整を経て決定する予定です。

なお、廃止等の方針とする施設については、特に利用者など関係

者と十分な協議を行いながら慎重に対応します。

計画は、平成３０年度予算編成前までに策定し、関連予算を平成
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３０年度当初予算に計上できるようにします。

【市民福祉部】

◇仙北市消費生活センターについて

これまで、商品やサービスなど消費生活全般の苦情・問い合わせ

の受け付けは、市民生活課内に「消費生活相談窓口」を設置し対応

してきました。公平対処や消費者への問題解決の支援、啓発活動、

情報提供を随時行っていますが、一向に減らない特殊詐欺などの悪

質商法や問題解決の複雑化などから、消費者安全法に基づいて仙北

市消費生活センターを設置し、市民の消費生活における安心・安全

な暮らしを守るなど、消費者行政機能の強化・確立を図りたいと思

います。

仙北市消費生活センター条例制定について、本定例会に提案して

います。ご審議をよろしくお願いします。

◇温泉休養施設クリオンの温泉プールについて

４月１日から、市民の心身の保養及び健康増進を目的に温泉休養

施設クリオンの温泉プールがリニューアルオープンしました。

プールを活用した健康増進の新しい取り組みとして、働き盛りの

年代を対象とした「メタボ予防教室」と「リフレッシュ教室」を開

催しています。第１クールの参加者数は、メタボ予防教室に１１人、

リフレッシュ教室に１６人という状況です。ゲームを取り入れた水

中運動とあって参加者から好評を得ています。

また、高齢者の心身の健康増進及び介護予防を目的に、「浮き浮

き教室」、「わくわく教室」を開催し、４３人の参加を得ています。

今後も周知活動に取り組み、市民の健康増進に繋げて行きたいと

思います。皆様のご参加をお待ちしています。

なお、４月のプール利用実績は５１６人です。今後とも仙北市民

の健康増進を推進します。
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◇がん患者補正具購入費助成交付金について

この交付金は、がん患者の経済的負担軽減と社会復帰を促進し、

ＱＯＬ（クオリティ・オブ・ライフ）の向上を目的に制定された助

成制度で、現在のところ頭髪補正具２件の申請がありました。

今後、県でもこの事業が行われる予定で、６月県議会終了後に実

施市町村との間で具体的な打合せをすることになっています。

◇ねんりんピック秋田２０１７「ウォークラリー交流大会」につい

て

４月２８日、仙北市実行委員会総会並びに運営委員会を開催しま

した。９月１０日のウォークラリー交流大会開催に向け、関係機関

と連携を強化し大会の成功を全力で目指します。

【観光商工部】

◇仙北市企業立地促進条例における奨励事業者の指定について

このたび、田沢湖生保内字下高野の「株式会社 東北芝浦電子

代表取締役社長 能味正志（のうみまさし）」及び角館町川原羽黒

堂の「株式会社 角館芝浦電子 代表取締役社長 越水和人（こしみ

ずかずと）」から、工場増設に伴う企業立地促進条例に定める奨励

事業者の指定申請書の提出があり、５月１２日、諮問機関である産

業振興推進委員会で、指定のご承認をいただき奨励事業者として指

定しました。

東北芝浦電子は昭和４４年、角館芝浦電子は平成６年に共に温度

センサーを主力製品とし、秋田県の誘致企業として進出創業してい

る企業です。

両企業とも事業計画では今月工事に着手し、完成が１１月３０日

で、１２月１日から仮操業、平成３０年１月１日から本操業の予定

となっています。今回の工場増設に伴い、労務計画による３年後の

正規雇用者は、東北芝浦電子では１２人増の５７人、角館芝浦電子

では１１人増の６０人の計画です。
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仙北市の産業振興や雇用拡大、地域の活性化に寄与するものと期

待しています。

◇西木工業団地の土地利用について

西木工業団地は、平成１２年度に整備し総面積は２１，１４１㎡

です。平成２４年度からは、その一角３，５３３㎡で株式会社スト

ロベリーファームが夏イチゴの栽培に取り組んでいます。

ストロベリーファームの用地と市道を挟んで、残地が１７，６０

８㎡ありますが、ストロベリーファームでは、当該地への施設拡張

は今のところ予定がないと伺っています。

このため、これからの土地の利活用を検討していましたが、市教

育委員会で団地南側の４，０００㎡を総合給食センターの建設用地

として計画し、本定例会に用地測量及び基本設計に係る補正予算を

計上しています。

また、社会福祉法人「秋田ふくしハートネット」からは、障害者

(児 )を対象とする「生活介護等複合型施設」の建設用地として、団

地北側の用地（４，０００㎡～５，０００㎡）の利用について要望

が出されています。

今後、取り付け道路や排水計画等を精査するとともに、残地の利

用計画についても検討を進め、工業団地の位置づけを解除し、予定

されている事業の推進に努めたいと考えています。

◇角館の桜まつり・刺巻水ばしょう祭り・かたくり群生の郷行事

の人出状況について

角館の桜まつりは、４月２０日から５月５日までの１６日間開催

され、今年は気温が比較的低めに推移したこともあり、まつり終盤

まで桜の花を楽しむことができました。

人出は、昨年と比較すると７千人増の１２８万７千人となってい

ます。ただし、昨年は開花が早かったことから４日間前倒しでの開

催でした。今年と昨年同期の比較では約５万人増です。

刺巻水ばしょう祭りは、４月８日から５月５日までの２８日間の
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開催でした。今年は天候にも恵まれたこと、またイベント期間中は

ＪＲ東日本による企画列車の運行や地元による郷土芸能発表が好評

で多くの方々にお出でいただき、昨年と比較すると４万１千人増の

１３万８千人の人出となりました。

八津・鎌足のカタクリは、平年よりカタクリの開花が遅れ、４月

２０日から５月３日までの１４日間の開催となりました。終盤まで

カタクリの花が見られ、昨年と比較すると３千人増の１万２千人の

人出となりました。

今年も仙北市の花紀行へ多くの方々にお出でいただくことができ

ました。増加要因としては、ＪＲ東日本の重点販売促進地域指定や、

期間中に大仙市で開催された国際花火シンポジウム、秋田県が行っ

ている大型クルーズ船誘致事業効果によるものと推測しています。

また、桜まつり期間中の経済波及効果調査を秋田経済研究所に依

頼したところ、観光客の消費支出額は７３億円、産業別による経済

波及効果は１１８億円との報告を受けています。

◇クルーズ船寄港について

今年度秋田県への大型クルーズ船寄港が、過去最多の２６回に上

る予定です。

官民が連携し、一体となって秋田県に寄港するクルーズ船の誘客

や地域振興や経済の活性化のため、県は知事を会長とした「あきた

クルーズ振興協議会」を設立し、仙北市も幹事会の一員として活動

しています。

４月２５日秋田に初寄港のダイヤモンド・プリンセス号からは、

大型バス１８台で約７００人の外国人観光客が仙北市へお越しくだ

さいました。また、５月１１日に寄港したコスタ・ビクトリア号は、

乗船人員１，９２８人のうち１，０６８人が仙北市行きのオプショ

ンツアーに参加し、バス２８台でお越しくださいました。この際、

訪問時間の幅があって、樺細工伝承館をはじめ、民間の商業施設の

方々も営業時間を延長して対応をいただきました。お客様や運行旅

行会社から感謝の声が届いています。市民の皆様にはホスピタリテ
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ィ溢れる対応をいただき御礼を申し上げます。

クルーズ船のお客様は旅慣れた方が多いと感じています。特にオ

プションツアーの誘致は、お客様目線で様々な提案をし、地元の消

費喚起と経済波及効果を享受する仕掛けが必要です。今後も「あき

たクルーズ振興協議会」での活動はもちろん、仙北市がこれまで蓄

積した各国民間企業、また新たな掘り起こしなど独自の誘客対応を

継続し、オプションツアーの獲得に結びつけたいと思っています。

◇ユネスコ無形文化遺産登録による魅力発信について

５月２６日から２８日の３日間、秋田市広小路を会場に「これが

秋田だ！食と芸能大祭典２０１７」が開催されました。仙北市から

は、昨年ユネスコ無形文化遺産登録となった「角館祭りのやま行事」

の魅力発信のため、町内の曳山２台に参加をいただきました。

曳山は２日間行い、手踊り・観光用山ぶっつけも披露し、大きな

反響を得ています。

また、仙北市を訪れた方々への観光ＰＲとして、ユネスコ登録と

なった「角館祭りのやま行事」また、「ミシュラン・グリーンガイ

ド」へ掲載となった地域等の紹介を行う立て看板を、田沢湖駅及び

角館駅周辺と各地域に、また、ユネスコ登録となった翌年と言うこ

ともあり、外町交流広場へ曳山展示を行う所要額などを補正予算に

計上しています。ご審議をよろしくお願いします。

◇秋田駒ヶ岳山開きについて

昨日、秋田駒ヶ岳の山開き行事が開催されました。登山者の安全

等を祈願するもので、仙北市と雫石町が合同で毎年開催しています。

当日は記念登山を行い山頂で両市のピッケル交換を行う予定でした

が、前日から天候が急転し、両市町の主催者判断で昨年に引き続き

記念登山を中止しました。

秋田駒ヶ岳には毎年多くの登山客が訪れています。一方で登山者

による事故等も多いことから、安全に登山できるよう滑落事故防止

等の危険箇所の案内表示や登山道、雪渓等への道標の設置を行いま
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した。

今年度、県は駒ヶ岳登山道改修の設計に着手すると伺っています。

これと併せ、秋田駒ヶ岳の火山活動に留意しながら安全対策を進め

ます。

◇国際交流推進室について

「小さな国際文化都市」実現に向け、これまでの取り組みを集約

し機動力を高めたいこと、また、「角館祭りのやま行事」のユネス

コ無形文化遺産登録、ミシュラン・グリーンガイド掲載で、外国人

観光客の増加が見込まれることなどから、今年４月から国内外の皆

様の交流・推進のさらなる進展と、観光事業を中核とした地元経済

活動の活性化を狙い、国際交流推進室が始動しています。

宿泊旅行統計調査による平成２８年１月から１２月までの外国人

宿泊者数（観光庁発表）では、残念ながら秋田県は約６万人で全国

４５位、東北でも最下位です。仙北市は韓国人旅行の大幅な減少に

対し、これまで誘客施策を展開してきた台湾人旅行者は、実績が着

実に伸びてはいるものの、２０，９７５人と前年比９４％で微減で

す。国内では東京都・大阪府・北海道・京都府・沖縄県が上位を占

める現状ですが、日本を複数回訪れる外国人は王道の観光地以外に、

地方へ足を運ぶ皆様が増加するトレンドです。秋田県は、秋田の魅

力を秋田犬で象徴し、そのポスターが話題となっています。今年２

月の宿泊人員は１２，０００人と前年同月比約１６８％増で、伸び

率は全国１位となり施策の成果が出始めています。仙北市は秋田県

全体の外国人旅行者誘客の中心的な役割を果たすことから、県内は

もちろんのこと、３Ｄ事業など広域連携で「点から面」へ、「陸海

空路を活用した立体的観光」での誘客対策を、国際交流推進室が中

心になって進めます。また観光振興計画の策定にも着手していて、

来年２月を目途に完成の予定です。

◇インバウンド誘客促進事業について

国が掲げた、２０２０年訪日外国人客４，０００万人に向けた取



- 19 -

り組みが加速しています。先に述べたとおり、仙北市は訪日外国人

客の誘客に全力であたっています。

この一環で実施した「田沢湖・角館周遊パス」（東北復興交付金

事業）を、３月に引き続き４月１５日から５月１５日まで３１日間

運行しました。２次アクセスの確保は秋田県としても共通課題です。

そこで、秋田市・大仙市・男鹿市・仙北市の４市連携で、２次アク

セス改善に向けた取り組みを行うため、補正予算に所要額を計上し

ています。ご審議をよろしくお願いします。

外国人観光客の旅行形態は様変わりし、少人数での旅行者が年々

増加しています。これは国内旅行者も同様です。今回の運行で課題

の精査を行います。

◇昔ばなし大学創立２５周年記念秋田大会について

５月２７日と２８日、昔ばなし大学創立２５周年記念秋田大会が

仙北市田沢湖地区で開催されました。田沢湖地区での開催は、先の

２０周年記念大会に続き２回目の開催で、この際のおもてなしに、

主催者の小澤俊夫（おざわとしお）先生はじめ参加者の皆様が大き

な感銘を受け、今回の開催になったとお聞きしています。

２７日には、５００人余りの方々が、仙北市民会館で行われた小

澤先生の基調講演や、思い出の潟分校で行われた交流夕食会を楽し

みました。地元の方々や多くのボランティアの皆様にご協力をいた

だき大成功でした。心より感謝を申し上げます。

なお、地元言葉を大切にする運動に、私も深く共感を覚えていま

す。何らかの形で、仙北地方の言葉を大切にする、子ども達に受け

継ぐ仕掛けが必要だと考えています。議会の皆様からもご議論をい

ただければと思います。

◇市内３観光協会の統合について

先月１９日から３０日にかけて、市内３観光協会の通常総会と田

沢湖・角館観光連盟の定時総会がそれぞれ開催されました。

各団体の総会では、３観光協会の業務を本年度をもって終了させ、
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新年度からは田沢湖・角館観光連盟が各観光協会を吸収統合する形

で組織を一本化するという方針について協議がなされ、いずれの団

体も会員各位からおおむねご理解をいただいたと伺っています。

今後、各団体間において、新観光連盟の中長期のビジョンや主た

る事務所の位置、事務局体制などについて具体的な協議検討が進め

られることになります。仙北市としても、観光事業者と行政が一体

となり田沢湖・角館ブランドの価値を高め、観光の振興を図るうえ

で、市内組織の一体化は極めて意義深いものと考え、統合に向けた

取り組みに対する支援に力を注ぎます。

◇モンベルのフレンドエリア登録について

昨年１２月、アウトドア用品メーカーの株式会社モンベル（本

社大阪市）と、「野外活動の推進と防災協力に関する協定」を締

結しました。さらに自然豊かな仙北市をフィールドに、多くの

方々からアウトドアを気軽に楽しんでいただきたいと考え、モ

ンベルのフレンドエリアに登録をしました。既に同社ホームペ

ージで、「フレンドタウン仙北市」として紹介されています。仙

北市の豊かな資源をＰＲする内容です。これまで以上の誘客効

果を期待しています。

また、「フレンドタウン仙北市」をきっかけに、会員限定の割

引やプレゼント、サービスを提供する市内の宿泊施設や飲食店

・土産店など、２７店舗の登録もいただきました。ご協力を嬉

しく思っています。

この情報は、全国７８か所のフレンドエリアと１，６００か

所以上のサービス提供施設を取りまとめた特典ガイドとして、

約７６万人の会員に周知されています。

今後も同社との連携を進め、アクティビティ（活動・活気・

体を使っての遊び）が満喫できる仙北市の魅力をアピールした

いと考えています。
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【農林部】

◇水稲の春作業の状況について

水稲の春作業は、春先に不順な天候が続いたことから、耕起作業

等に遅れが生じ、田植え作業の遅れを心配していましたが、５月中

旬以降晴天が続いたことから作業が進み、例年より２日早い５月２

２日に田植えの盛期を迎え、現在は一部を除きほぼ終了しています。

国からの生産数量目標の配分は今年度が最後となります。平成２

９年産米の生産数量目標は、前年比１７０ｔ減の１５，２３８ｔの

配分を受け、仙北市地域農業再生協議会及び、同協議会の認定方針

作成者より、各農業者に生産数量目標を通知しています。

このことで、各農家から提出されることとなる営農計画書（水稲

共済細目書）の受付相談会を４月１１日から４月２０日まで市内７

地区で開催しました。全体の６５％にあたる１，３５６件から受付

相談があり、現在作物ごとの集計作業を行っています。

経営所得安定対策交付金申請の提出期限が６月３０日となってい

て、近日中には各農家へ米等の作付状況を記載した申請書を配布し、

６月中旬には市内の各所で申請手続きの説明会を開催します。農家

個々の申請漏れや書類の不備等の防止を図り、遅滞なく交付金が交

付されるよう注意を払っていきます。

また、平成３０年産以降の需要に応じた米生産の取り組みについ

ては、県や各認定方針作成者等と引き続き協議を重ね、８月を目処

に生産の目安等の算定・提示方法等の基本方針を固め、年内には仙

北市地域農業再生協議会で承認いただきたいと考えています。

◇畜産環境総合整備事業について

西木町高野地区で昨年度から整備を進めている堆肥処理施設は、

本年度、処理施設の建築工事と脱臭棟の建築工事、外構工事等を

実施して完成となります。

事業主体の秋田県農業公社では５月１０日にそれぞれの工事に

ついて入札を行った結果、処理施設等の建築工事、外構工事とも

に市内の業者が落札し、１１月３０日までの工期で工事着手して
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います。

◇第１１回全国和牛能力共進会の出品について

９月７日から１１日にかけて、宮城県（夢メッセみやぎ・仙台中

央食肉市場）で全国和牛能力共進会が開催されます。仙北市から

種牛の部第７区（繁殖雌牛群区）に角館町の相馬勲（そうまいさお）

しゅぎゅうのぶ はんしょくめすうしぐんく
さんの「第８６うるしばら号」、また西木町の田口春美（たぐちは

るみ）さんの「ひまり号」が秋田県代表として出品されるとの内定

を秋田県出品対策委員会より受けました。

このほか、肥育牛の部第８区・９区でも、仙北市産の牛が秋田県

ひいくぎゅう
代表の有力な候補となっていると聞いています。

本大会は、５年に１度開催される「和牛のオリンピック」とも言

われる権威ある全国大会で、秋田県最終予選を勝ち残った１９頭

（種牛の部１１頭・肥育牛の部８頭）に選ばれ出品の内定（肥育牛

しゅぎゅうのぶ ひ い く ぎ ゅ う の ぶ
の最終選考は７月２２日）を受けたものです。

全国大会出品に係る経費の支援を行うため、補正予算に所要額を

計上しています。ご審議をよろしくお願いします。

◇基盤整備事業について

県営事業で実施している基盤整備事業は、本年度から田沢湖生保

内南地区で工事が始まります。一部を除き既に入札が終了し、市内

業者（一般土木Ａ・Ｂ）７社が落札し、７工区（４０．１ｈａ）で

面工事を実施します。工期は本年１２月となっています。

本年度計画の残工事についても、準備が整い次第速やかに工事発

注を行うと県から伺っています。

◇薬用作物産地拠点化等について

株式会社ツムラ・薬草生産組合・仙北市の３者が、薬用作物にお

ける国内産の普及振興及び仙北市での産地拠点化を図るため、連携

を締結し事業を推進しています。ツムラ側からの徹底した栽培技術

指導で、平成２８年度実績からは収量も大幅に増え、産地としての
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拠点化が図られつつあります。

４月１４日には、仙北市薬草生産組合を事業主体に農水省に応募

していた「薬用作物等地域特産作物産地確立事業」の実施計画が承

認され、播種管理機及び除草作業機などの導入が決定しました。労

働力の軽減や耕作放棄地を活用した薬用作物栽培は、今後もさらに

拡大するものと期待しています。

平成２４年度から進めてきた園芸作物試験圃場設置事業は、当初

ダリアをはじめとする６品目で、出荷量５５ｔ、出荷額は９４４万

円でした。５ヶ年計画の最終年度となる平成２８年度は、スナップ

エンドウ等の追加作物の導入を図り、１２品目で出荷量１４５ｔ、

出荷額が２，３６７万７千円となり、農業の所得向上に繋がってき

ました。

◇農業委員並びに農地利用最適化推進委員の募集について

農業委員会等に関する法律の一部が改正 (平成２８年４月１日施

行 )され、農業委員の選出方法が、公選制から市長が議会の同意を

得て任命する方法に変更されています。これに伴い、農業委員候補

者並びに農地利用最適化推進委員候補者の募集を、６月２０日から

７月１９日までの１か月間行います。市民への周知は広報せんぼく

・農業委員会だより、及び市ホームページでお知らせします。

農業委員候補者は、仙北市農業委員会委員候補者選考委員会によ

り１７人を選考する予定です。その選考委員は、元農業委員経験者

の中から田沢湖・角館・西木のそれぞれの地区から１人を選出し、

副市長・総務部長・農林部長・農業委員会事務局長の７人で選考委

員会を開催する予定です。

農地利用最適化推進委員は、田沢湖地区９人・角館地区６人・西

木地区５人を、地区ごとに候補者の中から現在の農業委員会で選出

する予定です。

【建設部】

◇地域高規格道路整備について
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５月２６日、国道４６号「地域高規格道路」盛岡秋田道路整備促

進期成同盟会総会、地域高規格道路大曲・鷹巣道路整備促進期成同

盟会総会を開催しました。

国道４６号の期成同盟会総会は、盛岡秋田間の関係沿線全市町に

参加をいただきました。今後も沿線市町・沿線住民が一丸となって

活動を強化し、高速移動時代に対応できるアクセス道路の整備とし

て、刺巻地区の整備改良、第２仙岩トンネルの整備を含む道路改良

について強力に事業推進することを確認しました。

大曲鷹巣道路の期成同盟会総会では、仙北・北秋田両市境の大覚

野峠を含む１４．３キロメートルの地域高規格道路整備促進、また

狭隘箇所の早期解消を推進事項とする旨確認しました。

今後は、両同盟会とも関係する自治体・住民とともに、関係機関

への要望活動や市民フォーラムなどを開催し、気運を高めたいと思

います。議会の皆様の特段のご協力をお願いします。

◇「路面性状モニタリング実証実験コンソーシアム」について

５月３０日、「路面性状モニタリング実証実験コンソーシアム」

の第５回会議（最終回）を開催しました。

平成２８年７月に立ち上げた本コンソーシアムは、国土交通省・

秋田県・仙北市・リコーＩＣＴ研究所で構成され、一般車両に搭載

した特殊カメラで道路のひび割れなどの性状を調査する実験をして

います。従来、専用機材や多くの人手を要する調査をシステム化す

ることで、測定期間の短縮や低コスト化が図られるとともに、道路

整備の優先順位が明確化され、計画的な管理が期待できます。

昨年１１月の降雪前と、今年４月の雪解け後の２回にわたり、国

道４６号をはじめ複数の県道・市道で計測したデータを比較検証

し、一定の成果が得られています。

今後、報告書の提出をもってコンソーシアムは解散となりますが、

リコーＩＣＴ研究所はコンソーシアム解散後も、技術進捗の確認の

ため仙北市で実験を継続する方針です。
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◇水道事業について

平成２９年度水道施設整備費国庫補助事業について、４月１日現

在の内示率をお知らせします。雲然田中・八割地区水道未普及地域

解消事業費で１４８．６％。また、西明寺（神代）地区水道未普及

地域解消事業で１００％となっています。

このことにより、西明寺（神代）地区は今年度で完成となり、雲

然田中・八割地区も来年度で完成となる見込みです。

次に、水道メーター交換期限と水道料金についての報告です。水

道メーターの使用期限は、計量法で８年と定められています。期限

を迎える水道メーターは毎年期限前に交換して対応していますが、

５月に期限を迎える水道メーター１，０４７個のうち３２９個が期

限前に交換することができないことが判明しました。現在、仙北市

水道事業給水条例に基き、適切な対応を検討しています。

【医療局】

◇ 市立角館総合病院の開院について

４月１日、皆様が待望としていた新角館総合病院の開院を迎える

ことができました。開院までの病院建設にご尽力をいただきました

多くの方々に対し改めて心から御礼を申し上げます。

新病院では、電子カルテをはじめとする新たなシステムの導入

等でトラブルや不具合等を心配していましたが、そのような不具

合はなく順調に稼働しています。しかし、新システム導入に伴う

受付や受診時の患者の皆様の戸惑いもあります。職員が案内にあ

たり患者の皆様の疑問や要望にお答えできるよう、日々懸命に取

り組んでいます。

また、４月から仙北市日赤奉仕団の方々がボランティアとして、

外来フロアで患者の案内等にあたっていただき好評を得ています。

心から感謝を申し上げます。

引き続き、市民をはじめ多くの皆様から信頼される病院となれる

よう、また、待ち時間の解消や誘導などについて、改善作業を継続

します。
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なお、旧角館総合病院建屋の今後の在り方について、各部署から

の意見を求め、今後の方針検討を始めています。少しお時間をいた

だきたいと思います。

◇ 平成２８年度決算見込みについて

田沢湖病院の業務量は、入院患者数が１万８，６６９人で、対前

年度比１１５人の増、外来患者数が３万４，０９６人で、対前年度

比２，７５３人の増でした。病床利用率は看護師が増員されたこと

などを要因に、開設以来最高の８５．２パーセントとなっています。

収支状況では、患者数の増と経営安定化を目的とする一般会計か

らの基準外繰入１億円により、事業収益が９億３，９５９万１千円、

事業費用が９億３，０５７万円となり、事業収支では９０２万１千

円の黒字決算見込みとなっています。

角館総合病院の業務量は、入院患者数が６万９，５５７人で、対

前年度比５，３７４人の減、外来患者数が１３万１，１９８人で、

対前年度比５，９０７人の減でした。病床利用率は、精神病床と合

わせ７５．３パーセントになっています。

収支の状況では、事業収益が４０億７４万１千円、事業費用が４

１億４，２９４万７千円となり、事業収支では１億４，２２０万６

千円の赤字決算見込みとなっています。

この主な要因ですが、６月の総合診療科医師の退職、診療報酬改

定に伴う病棟機能の変更、及び新病院移転に伴う入院患者の抑制な

どで患者数が減少となり、収益の大幅な減収になっています。

費用は、患者数の減少に伴い材料費は大幅な減少になりましたが、

新病院の開院に伴う移転経費や病院新築による新たな長期前払消費

税償却や資本的経費による外構工事等、医療機器等購入などの控除

対象外消費税を費用化したことなどの増額も要因となっています。

医療局については、一般会計からの繰り入れにより、事業費用と

累積欠損金の解消に向け取り組んでいる現状です。平成２８年度決

算は純利益８９６万５千円の見込みとなっています。
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◇平成２９年度の診療体制について

田沢湖病院の診療体制は、県派遣医師の帰任により１人減の常勤

医師３人体制でスタートしています。

常勤医師１人の減に対して、角館総合病院をはじめ、市立大森病

院、羽後町立羽後病院からの支援をいただいているほか、これまで

同様、秋田大学や岩手医科大学、県立脳血管研究センターなどから

も支援をいただき、市民が安心できる良質で持続可能な医療の提供

に取り組んでいます。

今後も医療局とともに、医師を含む医療スタッフの確保に努め、

合わせて職員の意識改革を強力に進め、医療提供サービスの充実と

一層の経営改善に努めます。

角館総合病院の診療体制は、今年度も秋田県より３人の医師が派

遣となりましたが、産婦人科医師が１人の減、精神科医師も１人の

減となり、常勤医師２１人の診療体制で、昨年同期より２人減とな

っています。

不足している診療科では、秋田大学や岩手医科大学などから非常

勤医師の派遣をいただき、診療体制の維持と充実を図っています。

また、病院経営にあたっては、新病院が開院し、更なる経営改善

を図ることと合わせ、一層の接遇向上に努め、市民への充実した医

療サービスを提供しながら、安心して治療が受けられるよう一層の

努力を継続します。

以上、主要事項並びに諸般の報告を申し上げました。本定例会

に提案している案件は報告関係１０件、条例関係１件、予算関係３

件です。

慎重審議の上、全議案についてご可決を賜りますようお願い申

し上げ、市政報告とします。


